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地域，職域におけるアルコール摂取と身体所見との

関連についての疫学的検討
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　生活環境の異なる日本各地の地域・職域，計6集団――秋田・茨城・大阪・高知の住民4集団と大阪の現

業系企業・事務系企業の勤務者2集団――の40～59歳男子を対象として，断面調査により，飲酒量と各種身

体所見――血圧，肝機能，血清脂質，尿酸等――との関連を検討した。平均値および異常値を示す者の頻度

の検討の結果，飲酒量が多い区分ほど高値を示した所見は，最大・最小血圧値，GOT値，γGTP値，

HDLコレステロール値，尿酸値であった。また，日本酒換算で1日2合以上の飲酒量区分において高値を

示した所見は，GPT値，トリグリセライド値であった。飲酒量と肥満，血清総コレステロール値との間に

は有意な関連は認められなかった。以上の関連は，すべての集団でほぼ共通して認められた。

　さらに，大阪の勤務者集団について，おもに飲むアルコール飲料の種類と身体所見との関連を総飲酒量区

分別に検討した結果，①「ビールが主の者」は尿酸値が比較的高い，②「日本酒が主の者」は最大・最小血圧

値が比較的高く，総コレステロール値が低い，③「洋酒が主の者」と「多種類飲む者」は肥満度が比較的高

いという傾向が認められた。①については，ビールに含まれるプリン体の量が他のアルコール飲料よりも多

いこと，②③については，「日本酒が主の者」では作業系の者の占める割合が高いのに対し，「洋酒が主の者」

と「多種類飲む者」では管理職と営業の割合が高いといった職種構成の差，およびアルコール飲料以外の塩

分，カリウム等の栄養摂取状況の差などのライフスタイルの相違が，それぞれ関連していると考えられた。
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